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’８
イチゴの低温処理育苗による新促成作型の開発と安定
多収生産技術の確立

(5)イチゴにおける低温処理法の違いによる花芽分化促進効
果と収益性
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１

℃

分 類 ①

試験研

究年次 １～２年（完了）

Ｉ目的

イチゴの11月出し夏期低温処理栽培において、４種の苗低温処理法における花芽
分化促進効果及び早期の収量性・収益性と必要経菱を明らかにし、イチゴ栽培の経
営安定･の資料とする。

Ⅱ 試験方法

１供試品種とよのか

２試験区の構成．

試験区名苗低温処理方法設定温度処理場所
一 一 一 一

低温暗黒区大型冷蔵庫による低温暗黒処理１２．５℃福岡農総試

夜冷短日区夜$冷施設による夜冷短日処理１５．０℃佐賀農試
昼冷短日ＧＳ区ク．､ﾘｰﾝｿｰﾗによる昼冷短日処理熊本農研センター
昼 冷短日細霧区細霧冷房による昼冷短日処理大分農技センター
３ 試験規模１区１０株 以上３反復

４耕種概要
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供試苗の養成法福岡県農業総合試験場・園芸研究所でﾎｯﾄ育苗
低温処理期間８月17日～９月６日（１年 ， ２年）

定植日及び場所９月６日、福岡農総試・園研圃場
栽植密度畝幅１．１ｍ株間２５cｍ２条植え

施肥量（基肥）１０ａ当たりＮ二10kg，Ｐ205二10kg，Ｋ２0二10kｇ

Ⅲ主要成果の概要

低温暗黒処理法と夜冷短日処理法は安定して高い花芽分化促進効果を示し、年内に

1t以上の収量を安定して得られる。

また、処理に要する経賓は低温暗黒処理法が最も少ないが、夜冷短日処理法では施
設の効率的利用によりコストの低減ができる。

（１）低温暗黒処理法及び夜冷短日処理法は、、花芽亨分化促進効果が安定しており、開

花揃い株率も90％以上と高く、価格の高い年内に多収を示す。また乱形果の発生

毛)少ない。

(2)１株当たりの処理経餐は低温暗黒処理法では13.5円、夜冷短日処理法では4２．７

円を要する。しかし、夜冷施設を夜冷短日処理と昼冷処理で併用すると、従来の

夜冷短日処理法の２倍の苗数が処理可能で、１株当たりの経喪は25.7円まで削減

できる。

。（３）グリーンソーラ及び細霧冷房を利用する昼冷短日処理法は、花芽分化の促進効

果が十分でなく、他の処理法に比べ頂花房の開花は遅れ、開花揃いも劣る。



Ⅳ主要成果の具体的データ

節１袈頂花房の花芽分化状況（1年）

３；響片形成期
② 鯛 在 日 ： 定 植 時 （９月6日，５株調査）．

開花した株の加合

②ポットによる促成栽培

第４表低温処理法の必要経餐

必要経饗

低 温 暗 黒 処 理 法 既 存 の 低 温 顕 の利用￥13.45瓢07.600
調備借田料涯涯②

夜冷短日処理法設備の購入 幾2.67￥341,333

一(Ｈ社の施設で計算）施股喪￥2,500,000（翌5.67￥205.333）③
昼 冷 短 日 処 理 法 設 備 の 簿 入塁11.85￥94.800④

昼冷短日処理法設備の購入瓢4．０３瓢12.267
『緬園己挫童鐙1百、緯麺璽３里Ｒｎｎｎｎｎ

注）①lOa当たりの苗数を8,000本として算出

②低温処理代、輸送費、コンテナ借用料

③昼冷処理を同時に行う掛合

④冬顛は吸房施設として使用

Ｖ 成果の評価と取扱上の留意点

１夏期低温処:理施設の導入に際し、その資料として活用できる。

２低温暗黒処理法は、柑橘等を貯蔵した低温庫利用の場合、エチレンガス障害
の発生防止に留意する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

夜冷施設の高度利用によるコスト低減方法
牛■●

Ⅶ 喪料名

１～２年度福岡県農業総合試験場園芸研究所野菜試験成績書

－１４７－


